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獣医師は病気の診断を行い治療するため飼い主に問
診を行い，治療方針の説明やインフォームドコンセン
トを得るのと同時に治療への関わりを促さなければな
らない。また，予後不良や安楽死の選択を伝える際，
さらにはペットロスのケアといった場面でコミュニ
ケーションスキルが必要となる。すなわち，獣医師が
その力を十分に発揮するためには，獣医療技術だけで
なく，コミュニケーション力が求められる。しかし，
獣医師の多くはコミュニケーションに関する教育を受
ける機会が少ないのが現状である。
そこで獣医療現場で必要なコミュニケーションス
キルを学びたい人達が集まり，2007年に「畜産支
援研究会＋獣医コミュニケーション研究会」（通称： 
NDK）を発足した。この会は，獣医療現場における
コミュニケーションや問題解決の手法について研究，
実践，普及することを目的としており，会員は獣医師
をはじめ獣医療現場に携わる人たち 1,000人を超え，
全国でワークショップ形式の勉強会などを開催してい
る。
このような取り組みが行われる中，静岡県では酪農
家女性による「乳質向上のための参加型ワークショッ
プ」が開催され，成果を得ている。また，麻布大学で
は学生が主体となり，「NDK麻布の会」として，ワー
クショップが開催された。さらに学生同士が獣医師
役，飼い主役を演じて動物病院における模擬面接を体
験して学ぶ「ピアロール勉強会」など，学生自ら獣医
療現場で必要なコミュニケーションスキルを学ぶ活動
も行われている。
ワークショップなどを通じて，獣医師が診療を行
う上で必要なコミュニケーションスキルとして，「傾
聴」，「非言語コミュニケーション」，「拡大質問と限定
質問」及び「共感」の 4つが重要と考えられた。獣医
療は日々進化しているが，獣医師だけでは動物の病気
は治すことは困難である。飼い主に治療の目的や必要
性を伝え，それを理解してもらい，治療に積極的に関
与してもらわなければならない。そのため，飼い主と
の信頼関係の構築は不可欠であり，コミュニケーショ
ンスキルの向上が必要である。
今後，獣医学教育において「客観的臨床能力試験
（OSCE）」が導入され，獣医大学生も獣医療面接試験
によりコミュニケーションについて学ぶ機会が設けら
れる。さらに，実際の獣医療現場でもよりよい獣医療
が行われるため，獣医療技術を磨くのと同様，ワーク
ショップなど日々のトレーニングによるコミュニケー
ションスキルの向上が重要と考える。
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